























(T. Parsons [1968], p. 699.) 






































(Specificity and Diffuseness），感情性一感情的中立性（Affectvi ty and Af-











(28) Ibid. Talcott Parsons and Edward A. Shils (eds), Towαrd a General Theoηザ
Action, Harvard University Press, 1951. 
(29）「伝統的な」感情性一個別主義と「現代的な」中立性一普遍主義との区別は，医学
の専門家一患者の関係の役割分析から影響を受けたのである。（RobertJ. Holton, 
“Talcott Parsons:Conservatie Apologist or Irreplaceable Icon？”， in Geoge 
Ritzer and Barry Smart (eds), op.cit.,p. 155). 
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ラダイムである。 AGI Lパラダイムは1953年にその萌芽が見られ，パーソン
ズのそれ以後の研究活動はこのパラダイムの精練化にあったと言えよう。 A
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